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関東地区公立中学校修学旅行委員会 

(事務局：財団法人 全国修学旅行研究協会) 



Ⅰ 実施状況 
 

実施時期 

１．5月、6月の実施校が圧倒的に多く、あわせると 84．3％になる。4月実施もあわせれば
92．1％の実施であり、春季の実施傾向は今後も続くと思われる。 

２．1つの時期に集中することは、これまでの課題が継続されることになり、これを解決する
ためには時期の分散化が図れるかどうかであり、今後の検討が必要である。 

３．関修委としては、学校経営上希望が強くでている「４月を避けたい」を考慮し、平成 17
年度は 5月 10日以降の実施を実現させた。 

 

実施日数 

１．2泊 3日が圧倒的に多い（99．3％）。これについてはほとんどの県で決められ（管理規
則）、それに則って実施しているからであろう。その他の一例として､自治体のバックアッ

プのもと海外体験学習を兼た修学旅行を泊数を多くして実施している。小規模校の例が多

い。  

 

実施方面 

１．関西方面が、85．8％と多く、これまでと同様の傾向を示している。千葉県は関西方面
（57．9％）のほか、信州（22．9％）、会津・日光（13．2％）と旅行方面の分散化が見ら   
れるが、他の 4県はほぼ関西方面であり、従前と大きな変動はない。 

   なお、群馬県に７日間実施の学校１校あるが、修学旅行と海外体験学習と抱き合わせの実

施で海外へ行っている。 

 

宿泊地 

１．各府県の主な宿泊地                     主な宿泊地(校数)

・北海道、東京、九州、沖縄への宿泊をしている学校は

ない。 

  ・京都連泊が圧倒的に多く、続いて奈良 1 泊・京都 1 泊、
長野方面の連泊、会津・日光方面がやや多い。 

 

２．方面別の動向 

  ・関西方面がさらに増えている。 

・千葉県においては、学校の旅行内容によって方面が多     

府県名 1泊目 2泊目 

青森県 1 1 

秋田県 0 2 

岩手県 6 4 

山形県 4 3 

福島県 48 41 

栃木県 6 10 

神奈川県 1 3 

静岡県 3 1 

山梨県 1 1 

長野県 70 69 

新潟県 1 2 

岐阜県 14 14 

滋賀県 13 12 

京都府 901 1017 

大阪府 38 10 

兵庫県 1 2 

奈良県 94 10 

広島県 4 0 

 1,206 1,202 

岐になっている。 

 

旅行方面
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旅行費用 

・旅行費用においては、各県とも見積もりをとり、それを検討した上で決定している。 

・行き先によって、また体験学習や班別行動時の費用などの差によって、旅行費用全体の差が

ある。長野・福島へ行っている学校は特急料金の割引がないこともあり、関西より旅行費用

が高い。 

・旅行費用の平均額は、表から 55,000円前後である。 
・旅行費用は 50、000円以上～60、000円未満が 39．1％、60、000円以上～70、000円未満

24．6％であり、あわせて 63．7％を占めている。その中で、体験学習活動費を含んでいる
ところと体験学習活動費を除外した額を示したところがあって、その内訳は把握できない。 

旅行費用
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Ⅱ 修学旅行のねらいについて 
・班行動を取り入れている学校の多くは、「班行動による協力の心の育成」が最も多く、次に

「生徒間の人間関係作り」である。このことは社会全体の「人間関係の希薄」という今日的

課題に対し、交流を通して視野を広げることを重視している学校が多いということであろう。 

・続いて「見聞を広め、知識の習得」であるが、旅行の目的として欠かせないことである。 

 

 

Ⅲ 修学旅行と「教科や他の教育活動」との関わり方 
 

１．93．6％が修学旅行と「教科や他の教育活動」と関わりをもたせている。当然のこととい
える結果である。 

 

２．関わりの深いものは、「総合的な学習の時間」（44．3％）と社会科（26．2％）で両方を
あわせると 70．5％になっている。予想されるとおり、「総合的な学習の時間」との関わ
りが深い。 

関わりをもたせたものは
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３．「総合的な学習の時間」と関わりをもたせている学習内容として「日本の歴史・文化の学

習」（34．1％）「地域文化の学習」（24．6％）、両方をあわせると 58．7％を占める。 

「総合的な学習の時間」と関わりをもたせた修学旅行の内容
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４．修学旅行と「総合的な学習の時間」の時数の関わりについては、事前学習が 46．3％、事
後学習が 37．0％扱っている。 
・「旅行中の学習の時間」（3．4％）は体験学習を当てたものであると予想されるが定かで
はない。事前・旅行中・事後すべてを通して「総合的な学習の時間」に当てる（13．
3％）のと合わせて、「旅行中の時間」を「総合的な学習の時間」に当てることについて
は、検討すべきことであろう。 

 

修学旅行と「総合的な学習の時間」の時数の関わり
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Ⅳ 体験学習の実施状況について 

 
 

体験学習の実施状況
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体験学習の実施形態 (件数比)
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主な体験学習の実施状況

(単位:件数、％)

分　類
　　　　　　　　　　　　　　　　旅行方面
体験学習区分

東　北 会津・日光 関　東 信　州 関　西 合　計

件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比

歴
史
文
化
体
験

歴史文化
遺産

文化遺産、史跡めぐり 1 2.2 5 1.2 16 0.9 22 0.9

古墳遺跡 1 2.2 1 0.0

生活歴史
文化遺産

宗教(座禅・法話・写経) 1 2.2 2 0.5 217 11.8 220 9.3

民俗(方言の調査) 1 2.2 2 3.1 2 0.5 1 0.1 6 0.3

伝統芸能(狂言・能・雅楽・和楽器) 1 0.2 52 2.8 53 2.2

伝統文化

京舞、舞妓とのふれあい 11 0.6 11 0.5

茶道・香 58 3.2 58 2.5

舞妓体験(変身)・着物着付け 75 4.1 75 3.2

創　作

工芸品(京扇子・数珠・組紐・象嵌・
ガラス工芸

5 10.9 9 13.8 107 25.8 500 27.3 621 26.3

民芸品(さるぼぼ・ひょうたん絵付け) 4 8.7 14 21.5 9 2.2 27 1.1

民具(木工曲げ物、わら細工) 2 4.3 5 1.2 7 0.3

菓子(八つ橋・和菓子・金平糖) 2 4.3 5 7.7 9 2.2 331 18.1 347 14.7

食品(おばんざい・漬物・ゆば・豆
腐・七味、そばうどん・ジャム・もちバ
ター・チーズ・)

6 13.0 6 9.2 2 33.3 127 30.7 96 5.2 237 10.0

陶芸(清水焼・七宝焼) 3 6.5 7 10.8 13 3.1 149 8.1 172 7.3

陶芸(絵付け) 132 7.2 132 5.6

染色(友禅)・織物(西陣) 1 1.5 8 1.9 144 7.9 153 6.5

漆器加飾 2 0.5 13 0.7 15 0.6

小　　計 26 56.5 44 67.7 2 33.3 290 70.0 1,795 98.0 2,157 91.3

社
会
体
験

一般社会・
職場体験

伝統工芸職場インタビュー 1 1.5 2 0.5 3 0.2 6 0.3

商店街(売り子・店員)、芸人、テー
ブルマナー

1 2.2 1 1.5 2 0.5 15 0.8 19 0.8

福祉・ボラン
ティア

福祉(身障者との交流) 1 0.1 1 0.0

花植え・清掃 5 0.3 5 0.2

平和学習
被爆者の講演 1 0.1 1 0.0

調査活動 1 0.1 1 0.0

震災学習
神戸防災センター、震災被験者の
話

3 0.2 3 0.1

国際社会
英語会話・インタビュー 2 0.1 2 0.1

国際理解(調査活動) 1 0.1 1 0.0

進路選択 大学めぐり 1 0.1 1 0.0

生活文化

農業(農家民泊、りんご摘果・田植
え・養鶏・養豚・酪農)

12 26.1 9 13.8 27 6.5 3 0.2 51 2.2

林業(炭焼き・炭俵作り、マキ作り) 1 2.2 3 0.7 4 0.2

漁業 2 33.3 2 0.5 4 0.2

小　　計 14 30.4 11 16.9 2 33.3 36 8.7 36 2.0 99 4.2

環境
保全
共生

自然環境
水質調査 2 3.1 1 0.1 3 0.1

自然環境・自然観察 9 2.2 9 0.4

小　　計 2 3.1 9 2.2 1 0.1 12 0.5

交流 交　流 学校間交流 1 2.2 1 0.0

小　　計 1 2.2 1 0.0

自
然
ス
ポ
ー

ツ
体
験

陸

スキー 1 2.2 5 1.2 6 0.3

登山 2 4.3 1 0.2 3 0.1

トレッキング、ウォールクライミング 1 2.2 3 4.6 2 0.5 6 0.3

マウンテンバイク 11 2.7 11 0.5

ネイチャーゲーム 2 3.1 2 0.1

乗馬 10 2.4 10 0.4

探検 1 16.7 1 0.2 2 0.1

海・湖・川

カヌー・ラフティング 1 2.2 2 3.1 25 6.0 28 1.2

フィッシング 1 16.7 13 3.1 14 0.6

ウォッチング 1 0.2 1 0.0

空 パラグライダー 1 1.5 10 2.4 11 0.5

小　　計 5 10.9 8 12.3 2 33.3 79 19.1 94 4.0

　　　　合　　計 46 100.0 65 100.0 6 100.0 414 100.0 1,832 100.0 2,363 100.0

※分類は、(財)全国修学旅行研究協会の「修学旅行における体験学習の分類」により仕分けした。
※会津・日光には裏磐梯地区を、関西には、関西・広島コースを含む。
※関東方面は、伊豆・箱根、河口湖。
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